
第四期 第十八回 np.広告学校 講義録 

小霜クラス【かつや】④ 
(注・受講生の表現案に使用されている画像は基本的にネット上のフリーのものや自分たちで撮影したものですが、もし

肖像権などで問題あるものがございましたら contact@noproblem.co.jp までご連絡ください。) 

 

 

◆日時 

2011 年10月31日(月) 

 

◆出席者 

鶏肉、ベトナム、まばたき、ミミミ、魔法少女、餅、キャサリン、 

ちゃい、たこやき、折り返し地点、りんご園、猫屋敷、生朗、えいじ  生徒15人(女性8名男性7名)  

+小霜、だっち 

 

 

小霜：人は何に対して面白いと思うのか？ 

まあ新しい表現案を見たんだけれども、もう一回考えてもらおうかなと思っている。って思ったの

は、つまり、あんまり面白くなかったから。じゃあその『面白い』ってさ、どういうこのなのかと。

面白さの正体とは？人は何に対して面白いと思うのか、何だと思う？ 

 

まばたき：うーん、面白いの正体…?予想外なこと。 

 

小霜：そうきたかっ。という意外性が大事。 

うん、面白さとは意外性なんだよね、そう来たかっていう。 

生物学的な事をいうと人はどうして笑うかっていうのはまだ解明されていない。 

こうじゃないかって言われてる説としては、ある種の猿が、天敵に会ったり去ったりした時に音を

鳴らして仲間に知らせ合うということがある。人間が笑うって言うのは予想外のものに出くわした

ときに、これって脅威じゃないのだと、意外とこれは安全だったという事を示す為に笑う事で警報

解除！っていうね。笑いって言うのはもともとそういう役割だったんじゃないかって話がある。 

だからコントや漫才でも思いがけないとき、『そう来たか』って時、一瞬ギョッとした後、これっ

て安全なんだな、ということで大笑いする。そして伝染して、誰か笑ってると、こっちも笑ってし

まう。だから人間は思いがけないとき、予想外のときに笑うんだよね。 
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わかりきっているものには反応せず記憶しない人間の性質。 

人間って予想外のものに注目したくなるっていう性質があって、分かりきっているもの、均一なも

のには反応しない。新しいものを記憶してインプットしていこうという性質がある。そうやって未

知の脅威から身を守ってきたから。だから広告表現なんかでも、見慣れたものは記憶してインプッ

トしようとは思わないんだよね。ちょっとこれ新しいなとか、こういう表現ってなかったなとか、

こうくるとは思わなかった。っていうのを自然に、自動的に頭の中に刷り込もうとするわけ。 

いい広告、ヒット広告っていうのはわりかしどれも新鮮でしょ？ホワイト家族なんかも犬が家族っ

ていうのは無かったなぁっていうのが面白いんでしょ。意表をついたセリフが面白いし記憶に残る。

あれが単なる普通の家族だったら記憶に残らないし、まあよくあるよねーってなっちゃう。 

 

人間の記憶のメカニズムにとって大切なものの１つは、新鮮さや意外さ。 

まあそういう意味で言うとね、今回提出してもらったかつやの表現については、もっと意外性を含

めていった方が良い。まぁどこに含めるかっていう話なんだけど、意外性っていうのは斬新とか新

鮮というふうに置きかえてもらってもいい。このやり方はちょっと新しいぞとか、ちょっとこうい

う表現は見たことがないぞっていう。そういう新鮮さ意外さって言うのを含めていく事が、人間の

記憶のメカニズムにとって大切。 

 

「キャバクラで自慢話する客は嫌われる。」 

それからもう一個。実はさっきキリンに行ってきて来期のコミュニケーションのプレゼンをしてき

たんだよね。『キャバクラで自慢話をする客は嫌われる』っていうタイトルで。女の子にモテよう

と思って、俺はこんなに凄いという話をするとかえって嫌われる、というね。女の人、特にキャバ

クラ嬢にモテる為には話をするのではなく話を聞けって言われてるんだわ。聞いて理解してあげる。

『君っていつも頑張っているよね、僕も同じなんだよ』というのがセオリーと言われている。 

 

「相手を理解したい。より、自分を理解してほしい。」今の世の中。 

今の世の中って、女性化している気がするんだよね。理解したいじゃ無くて、私を理解してくれと。

そういう欲求がものすごく強い気がする。だから広告なんかでも『この商品はこうなんだ』と言っ

てもスルーされちゃうケースが多い。昔は結構男性社会だった。企業が出す広告をちゃんと見て理

解してあげようという空気があった。でも今はいちいち新商品のことなんかみてられませんとなっ

ている。そんなことよりも自分たちの事を理解してくれよ、という風に逆転している。一方的に『こ

の商品はこうなんだ』と言っていても拒絶されてしまう可能性が高い。 

 

商品によってアプローチの違いがある。初めて会う人ではなく、お見合いの席のような場合も。 

で、これは商品にもよる。 

例えば、コスメとか化粧品とかはものすごく切迫したニーズがある訳ね、人によっては。アンチエ

イジングで若返りたーいとかの必要があると『この商品はどうなんだ、どうなんだ』と見ていくか



ら、 

これはキャバクラじゃなくて、いわばお見合いなんだよね。既に相手に関心があるから『僕の年収

は！』という話をしても聞いてくれる。でも商品によっては、別に関心がありませんという人に対

してアプローチしていかなきゃいけない時もある。その時に自慢話から入ってしまうと何だこの人

は？という風になってしまう。 

 

かつやは、お見合いではないので、商品説明だけでは売れない。 

かつやでいうと、そんなに切迫したニーズはない。別にかつやじゃなくてもファーストフードは沢

山あるし、かつやに特別な関心がある人もあまりいない。まあお腹がすいたらあっちこっち行けば

いいや、という感じで、別にファーストフードがないと死んでしまうという人はなかなかいない。

そういう人に対して４９０円でどうだーっていうよりはサラリーマンってこうだよね、とか、かつ

どんを食べたくなる気持ちってこうだよねって言ってあげる。俺たちの事分かっている。というの

をみせてから、かつやはこうなんですよというのを伝えていく。そういう方がいいかもしれない。

根本的な広告クリエイティブってなんなんだろうという話になってきちゃうんだけど、この商品は

これこれこうってポーンと言って並べるだけで売れるのなら、僕たちの仕事は成り立たない訳だ。 

興味を持っていない人の関心をどのように掴むかが広告の重要性。 

大事なことは、意外性・新鮮さ・斬新さ・そしてターゲットを理解しているか。 

まぁそういうのは広告というか、告知といったりする訳だけど。ポンと出すだけでは、人は興味を

持って見てくれないという前提があるから、その人たちの関心をどうつかむか、どう好感を持って

もらうか。っていうことを考えるのが広告クリエイティブの仕事なんだよね。 

その為の大事な要素って言うのはいくつかあるわけだけど、ひとつはさっき言った『意外性』『新

鮮』『斬新』で、もうひとつは『自慢話になっていないか』一方的だったり、押し付けになってい

ないかターゲットの気持ちとつながっているか、理解しているかその辺の事を頭に置いて考えてい

くといいんじゃないかと。 

 

それで、この中でもちょっと面白かったなっていうのを先に出すと、ベトナムのこれ、まずはなん

でこういう風に考えたかって言うのを説明してもらえるかな。思考の順番と言うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ベトナムの表現案】 



 

 



 
ベトナム：まずプロポジションが『かつどんはスタミナをつけるために最適などんぶりである、ファース

トフードの王様だ』というのがあり、そっからどうジャンプできるかというのを考えました。 

で、どういうときにスタミナをつけたいかを考えたところ、気分的に凹んだときにガッツをつ

けたいときに食べたいってなるのかなと思いました。表現としては『凹んだときこそドンとい

け』というのをブリッジのコピーにしました。ドンと丼をかけてます。具体的に自分で共感す

るのはどういう事かなと思い、凹んだ時の事を男性目線で考えたときに、いろいろシリーズ的

な感じで考えてみました。なるべくシンプルにシンプルにしました。人って一日の中で凹む事

って何度もあると思うんですと。凹んだ時でもカジュアルにガッツをつけられるようになると

いいなと思い作りました。 

 

小霜：一言でこの広告はここがこうだから優れていると思う点はどこ？ 

 

ベトナム：凹んだときにカツ丼食べようという、提案です。 

 

小霜：凹んだっていうのは体力的ではなく、精神的なこと？ 

 

ベトナム：そうです。 

 

小霜：つまり体力的に凹んだ時ではなく、精神的に凹んだときにカツ丼を食べようと言う提案だよね。 

そういう風に変えた事が、それが新しいという事だよね。 



 

ベトナム：はい、結局スタミナと言っても、体力的に疲れているときにカツ丼食べるよりも気持ち的に凹

んでる時の方がゲン担ぎという意味でも食べたくなるんじゃないかと。栄養的な事は分からな

いけど、とにかく元気の出る食べ物と言うイメージが一般的にあると思い、そこを接点につな

げられないかと思い作りました。 

 

小霜：体力的に疲れたときにカツ丼ではなく、精神的に疲れたときにカツ丼だ！とすり替えたのが意外性。 

ただし、ズレてはいない。 

体力的に疲れたなー凹んだなーってときに食べるカツ丼ではなく、精神的に疲れたときにカツ丼だ！

とすり替えたのには意外性がある。で、案外分かるというか、女の人も振られたときにケーキをやけ

食いしたりとか、精神的に凹んだときに何か食べましょうというのは、よくあることで、つながって

いると思うんだ。意外なんだけど、そこまでズレた事をやっている感じでもない。 

わかるっ。と内容に共感もある。 

もう一個は『共感』をとっているよね。『お腹の大きな人に席を譲ったらただのふくよかな人だった』

とか。わかる、わかるという。座席を譲る時って何かあるよね。思い切って席を譲ったら『ワシはそ

んなにジジイではない！』と怒られたりとか善意が仇となってちょっと凹む、そういうあるよね、あ

るある、は、ターゲットの気持ちと近くなれる。分かってますよねと。さっきいった『意外性』と『共

感』、その２つができてるので、これは悪くないなと。 

 

折り返し地点：食べたことの満足感という結論にはなっていない？ 

質問なんですけど、前回ストラテジーを考えたときに、結論は食べた時の満足感、体力的

なスタミナが付くっていう話があったじゃないですか。で、この表現はとても近い所には

いるけれど、広い意味でのスタミナで、食べた事の満足感という結論では無いですよね。 

 

小霜：食べてスタミナがつくのは言わずもがな。それを教えるスタンスよりは思い出してもらうようなス

タンスの方が良いのでは。トンマナは、シンプルなものをガツっと食べる気持ちよさを表現できる

と良いかも。 

そこもね、カツ丼の方がカロリー高くてスタミナがつくというのは言うまでもないんじゃないかと。

思い出すまでの気づきをちょっと刺激してあげるというか。教えるのではなく、思い出してもらう

というスタンスがより効果的なんじゃないか。知っている事を言われると、うざく感じるじゃない。

あとトンマナ的な事で言うと、カツ丼と幕の内って違うじゃない。幕の内は小さいものをこまごま

と食べるというか、ごちゃごちゃしてて複雑だよね。カツ丼は違ってシンプルだよね、シンプルな

ものをガッと食べる気持ち良さってあるはずで、この表現はシンプルさ加減がカツ丼の良さに繋が

っているような気がして、割とたたずまいも悪くない気がする。 

じゃあ、次、だっちのを。これは、B案？？じゃあ本人に企画意図を聞いてみようか。 

 



【だっちのB案】 

 

 
 

 

 



だっち：さっきの話を聞いていて、カツ丼っぽさがちまちまして、なくなっちゃったかもというのはある

んですけど… これを考えたのはどんぶり業界に殴り込みを書けるという意味で、禁じ手というか

反則技を使うようなイメージです。牛丼の広告でキン肉マンがいてガッと人気が出たという話を

聞いて、ゆでたまごを抱き込んで牛丼界から、カツ丼業界に引き抜いてしまうというストーリー

です。ティザーは社会人が使うメールのようなイメージで、中吊りでサラリーマンに興味を持っ

てもらおうと思いました。時間差でどんっと牛丼界に喧嘩を売っているという感じです。 

 

小霜:どう思う？ 

 

ミミミ：体裁は斬新だと思ったが、詳しくないのでピンとこなかった。 

メールという体裁は斬新で面白いと思いました。ただ私がキン肉マンとかゆでたまごについて

元々詳しくないのでよくわからなかったです。でも、詳しい人は結構ピンと来る表現なのでしょ

うか？えいじさんとか詳しそう…ですがどうでしょう？ 

 

えいじ：かつ屋の広告になっているかどうか怪しい。 

僕は結構わかりますよ、ただ本当にかつ屋の広告になっているかは怪しいかもしれない。 

 

だっち:確かにみなさんの言う通り、ちょっと理屈っぽすぎてカツ丼がガッてくるような表現になってない

なと思いました。 

 

小霜：意外性を大事にしているのは良いが、ターゲット視点に立っていない。ダメだと気づいたらすぐ次

を探すこと。 

なんでなっていないと思ったのに持ってきたの？それは作った時点で解っていたはずだろう。さっ

きミミミが言ったことが全てで『メールを使っているのは面白いけど、直感的に食べたいと思わな

かった』。意外性を大切にしようと思うことは、いい。けど、結果的にターゲット視点に立って『こ

れは食べたい』と思えないようなら、パッと捨てて、さっさと次のを見つけるという姿勢がプロと

しては大事なんだよ。ダメだと思っているのに、出しますっていうのは論外な話。 

なぜカツ丼に鞍替えしたかも見えない。一度ダメかなと思ったら理屈も間違っている。 

実はねこれ理屈も破綻していて、キン肉マンがどうしてカツ丼に鞍替えしたかというのが解らない

んだよね。理由があって、その理由が面白いならいいけど、特に見えないから面白くない。全部が

チグハグなんだわ。で、作っているヤツだけが解っている。ターゲットの視点に立っていないから

なんだよね、やっぱり。画家が絵描く時に、失敗した！って思ったら書き直すしか無いじゃない。

これでいいかーって思ったものにいくらの値がつくと思う？もう何度も言うけどね、一番大切なの

は直感。一度、ぱっと離れて、すっと入ってくるか。その時なんか違うなと、間違っていたら理屈

も全部間違っているんだよ。 

鶏肉：かつやが何か凄いことやっているか、かつやは頑張っているっていうのはどうしたら共感されるん



でしょうか。 

 

小霜：頑張っている。とターゲットを無視して伝えても伝わらない。自己満足ではいけない。 

頑張っているって、『僕頑張っているー』って言葉で書かなくても感じてもらうことができるかも

しれない。かつや頑張っているな、上げ調子だなって思ってもらえるかもしれない。それを言葉に

託すのか、託さないのか。言葉にすることだけが、唯一の正解という訳ではないと思う。これはタ

ーゲットを置き去りにしていると思う。この中にターゲットの居場所がないもん。 

今もゆでたまご知らない人沢山居たけど、本当に知らないって人は置き去りで良いのか、知らない

人をどう巻き込んでいくかというのもあるじゃない。解らない人はいらないと突き放してるんじゃ

なくて、解らない人にも知ってほしいという気持ちがこめられてたらまた違う。人にとって一番キ

ツいのって無視だったりする。『アンタのこともう相手にしないよ』ってその時点で関係性が消え

てしまう。『いや決して無視してないですよ、みんなに解ってもらいたいんですよ。』そういうこ

とを考えた上で、『かつやは頑張っています』って言えば、なんか効果はあるんじゃないかと思う。

まぁ、一言でまとめると自己満足はダメだってこと。じゃあ前回講評できなかったやつを。 

 

【折り返し地点の表現案】 

 
 



 

ミミミ：女子目線だったら、ちょっとこういうひとかっこいいと思って、男子だったらこんな俺カッコい

いんだよ、そうそうと言ってくれて嬉しいっていう気分になるんじゃないかな 

 

鶏肉：ちょっと高そうに見えるかもしれない。 

 

ちゃい：男性のタイプが爽やかと男っぽいの2種類なのは何か意味があるのですか。 

 

折り返し地点：いや，実際はもっといろいろなタイプを並べたいです。この時代の男子に対するアジテー

ションのような意味合いを含めたかったけど、実際所詮カツ丼だし。男がカロリー気にし

て食べるってどうなのよという。 

 

ベトナム：汗臭い、泥臭いような写真にして、もっとファストフードっぽさを出していけないかと思いま

した。カツ丼がスタミナ出るのは伝わるんですけど、ファストならではのよさが伝わるように 

 

小霜：これを見てサラリーマンが自分も含まれるとおもうだろうか？ 

僕はちょっとイマイチなんだよね。『ガチで生きる男たちへ』と言われてサラリーマンがコレを見

て、自分も含まれると思うだろうか。さっきも少し言ったけど、人って拒絶されたり無視されたリ

が一番キツいんだよね。ガテン系の人ばかりだと、ネクタイ締めて背広着ていると食べるなって言

われているみたい、と単純に思うんじゃないだろうか。 



 

折り返し地点：単純にサラリーマンを加えるだけじゃ成立しませんかね。 

 

小霜：サラリーマンの拒絶反応を和らげるにはどうしたらいいか？ 

サラリーマンのビジュアルにこのコピーで成立するかな。サラリーマンも俺にも言っているんだな

と思わせる為にはどういうアレンジをすればいいのか。『ガチで生きる男たちへ』これはかつやか

らの言葉だけど、ターゲットの言葉にするとか。 

意外性をもっとつけるにはどうしたらいいか？ 

もうひとつは意外性。いかにもカツを食べそうな男ぽくて、なんか新しいことが生まれる気がしな

い。例えば、こういう写真を置いてあっても『ガチです、カツです。』って書いてあったら、何か

アホなこと言って楽しませようとしてくれているんだなーと思うから拒絶反応は無くなる。まぁも

しかしたらこのままで意外性をつけるなら、さっき高そうに見えるって言っていたじゃない。だか

らそこに490円と付け足してみる。490円のカツ丼風情がこんなにもカッコつけているということが

意外性になるかもしれない。 

 

ずいぶん前、サントリーのスポーツドリンクにNCAAっていうのがあった。CMで『頑張った人には

NCAA』って出た最後に、『頑張らなかった人にもどうぞ』ってなるんだよね。そういう風に『ガチ

で生きる男たち』で、『ガチじゃない人にもどうぞ』とか。みんなを相手にしているんだよ、ガチ

じゃなくたっていいけどね、っていうような笑顔感って大事だと思うんだよ。せっかくなので、折

り返し地点の前回のやつも見てみよう。どうかな？ 

 
鶏肉：私はあるかもと思いました。入りとしてはとてもひかれる。ただ空腹で、どうしてかつやなのかは

ちょっと謎だったです。 



 

ベトナム：もっと生理的な事例の方がいいかなと思いました。もっと空腹のせいでつい…みたいな事例だ

ったら、いいかもしれない。あと、『二流になる』っていうのが気になります。二流になっち

ゃったら頑張っていないのかというような気になってしまいます。 

 

えいじ：『軽くないファスト』って言うのはいいような気がしました。 

 

小霜：カツ丼っぽくないのが気になる。 

僕が気になるのは何かカツ丼っぽくないなぁってところ。カロリーメイトとかそう言う方向の匂い

がする。で、確かスニッカーズのグローバルのコンセプトって『腹が減ると人は変わる』なんだよ

ね。だからサッカー選手がお腹空いてエリカ様になってしまうってCMをやっている。お腹が空いて

手が震えるとか目眩がする時ってもっと素早くないと間に合わない。注射をするようなスピード感

というか。ベトナムの『ストレスで凹んだらカツ丼』って言うのは、イライラしたらバッティング

センターにいったり、パンチングマシーンやったりそういうのと少し似ているのかもしれない。 

結論までが遅い。 

純粋にカロリー補給ってことになるとちょっとカツ丼というものに結びつきにくいかも。それとね

構図で言うと三段論法っぽいんだよね。結論が遅いっていうか、あなたはお腹空いているかもしれ

ない、だからこうなんです、だからカツ丼食べませんか？という流れはちょっと遅い。 

例えば、カツ丼でも食いませんかと言いたいとして、『会議のメモが自分でも解読不能、カツ丼で

も食いませんか』とかどうだろう。もっとしっくりくるものがあるかな…そうだなぁ例えば、『部

下のダメっぷりに足がもつれた、カツ丼でも食いませんか』とか。まぁ、あとテクニックとしては

煙に巻くというのがあるよね。 

とにかくカツ丼だ。と無理やりギャップのあることとつなげるのも手段としてある。 

とにかくカツ丼ですよねといってしまう、もう無理矢理。まぁそうするとここはもう何でも良いっ

てことになってしまうから、カツ丼とのギャップがあればある方が面白いってことになる。『彼女

からの返信が半日こない、まぁカツ丼カツ丼。』とか。 

 

折り返し地点：缶コーヒーとかそう言う感じありますよね。 

 

小霜：缶コーヒーはどっちかというとまいっちゃったトホホな出来事を肯定してあげようと言う感じだけ

ど、カツ丼は元気だしていこうって感じだよね。まぁそういう風に考えていくと広がっていくじゃ

ん。 

「軽くないファストは言葉が対比になっていない。 

あと『軽くないファスト』これはあんまりよくない。なぜなら対比になってないからね。ファスト

は早いって意味だから、持続するファストとか、長持ちするファストとかそう言う方が解りやすい。 

 



理屈があってるものより、面白いものが選ばれる。 

まぁそういうことで時間になっちゃったんだけど。今日紹介したものはストラテジーに対して若干

遠回りではある。ただ最終的に広告表現って面白くないとダメなんだよ、やっぱり。だからじっさ

いは理屈が合っているだけのものより面白い表現が選ばれてしまう。まぁそういうことを気にしな

がらもう一度考えてみよう。 


